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(57)【要約】
【課題】コスト上昇を抑えつつ、黒浮きが目立つのを抑
制できる液晶表示装置を提供する。
【解決手段】液晶パネル１６と、液晶パネル１６に対し
て光を照射するＬＥＤバックライト１８と、ＬＥＤバッ
クライト１８を駆動するバックライト駆動部１９と、を
備える液晶表示装置１において、液晶パネル１６の表示
領域は、複数のサブ表示領域Ｓに分割され、ＬＥＤバッ
クライト１８は、複数のサブ表示領域Ｓの各々に対応す
る複数の光源Ｌから成り、バックライト駆動部１９は、
複数の光源Ｌの各々に対応して設けられた複数の光源ド
ライバＤを備え、表示領域の端部に位置するサブ表示領
域Ｓの領域サイズは、当該表示領域の中央部に位置する
サブ表示領域Ｓの領域サイズよりも小さくなるよう設定
されていることを特徴とする。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶パネルと、当該液晶パネルに対して光を照射するバックライトと、当該バックライ
トを駆動するバックライト駆動部と、を備える液晶表示装置において、
　前記液晶パネルの表示領域は、複数のサブ表示領域に分割され、
　前記バックライトは、前記複数のサブ表示領域の各々に対応する複数の光源から成り、
　前記バックライト駆動部は、前記複数の光源の各々に対応して設けられた複数のドライ
バを備え、
　前記表示領域の端部に位置する前記サブ表示領域の領域サイズは、当該表示領域の中央
部に位置する前記サブ表示領域の領域サイズよりも小さくなるよう設定されていることを
特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の液晶表示装置において、
　前記液晶パネルの表示領域の周囲を取り囲む黒色のベゼルを備えることを特徴とする液
晶表示装置。
【請求項３】
　液晶パネルと、当該液晶パネルに対して光を照射するＬＥＤバックライトと、当該ＬＥ
Ｄバックライトを駆動するバックライト駆動部と、を備える液晶表示装置において、
　前記液晶パネルの表示領域の周囲を取り囲む黒色のベゼルを備え、
　前記液晶パネルの表示領域は、複数のサブ表示領域に分割され、
　前記ＬＥＤバックライトは、前記複数のサブ表示領域の各々に対応する複数の光源から
成り、
　前記バックライト駆動部は、前記複数の光源の各々に対応して設けられた複数のドライ
バを備え、
　前記表示領域の上下左右端部に位置する前記サブ表示領域の領域サイズは、当該表示領
域の中央部に位置する前記サブ表示領域の領域サイズよりも小さくなるよう設定されてい
ることを特徴とする液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置では、液晶パネルの背面側からバックライト光を照射することで、液晶パ
ネル上に画像を映出するようになっている。
【０００３】
　液晶表示装置として、配列された複数のＬＥＤ（Light Emitting Diode）を光源とする
ＬＥＤバックライトを用いた液晶表示装置が知られている。このような液晶表示装置にお
いては、複数のサブ表示領域に分割された液晶パネルと、そのサブ表示領域の各々に対応
する複数の光源（光源の各々は、複数のＬＥＤを備えている）から成るＬＥＤバックライ
トと、を備えており、ＬＥＤバックライトを光源単位で駆動するようになっている（例え
ば、特許文献１～３参照）。
【０００４】
　ＬＥＤバックライトにおいて、各光源の発光輝度は、例えば、対応するサブ表示領域内
の画素のうち、最も明るい画素の画像信号（輝度信号）に基づいて決定される。したがっ
て、例えば、サブ表示領域内の画素の中に、光源が出力可能な最大発光輝度が必要な画素
（高輝度の画素）が１つでもあれば、他の画素が低輝度であっても、その高輝度の画素を
表示するために、光源を最大発光輝度で発光させることになるため、低輝度の部分が黒浮
きしてしまうという問題がある。特に室内が暗い場合等、液晶パネルの表示領域の中でも
、表示領域の端部の黒浮きが目立つという問題がある。
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【０００５】
　特許文献１においては、黒浮きの発生を防止するために、画像信号に基づいて点灯され
た分割領域（点灯光源）に隣接する非点灯領域（非点灯光源）の一定幅の隣接領域（隣接
光源）を、その点灯された分割領域の発光輝度よりも小さい発光輝度にて点灯させる点灯
動作を行うようになっている。
【特許文献１】特開２００８－５１９０５号公報
【特許文献２】特開２００５－２５８４０３号公報
【特許文献３】特開２００１－１４２４０９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１の方法では、非点灯光源である隣接光源を発光させるため、
本来は点灯させる必要のない光源を点灯させることになり、余分な電力を消費してしまう
という問題がある。
　また、サブ表示領域をより細かく設定すればするほど、各光源の発光輝度をより細かく
設定できるため、黒浮きの問題は低減されるが、その場合、各光源を駆動させるドライバ
の個数が増え、コストアップしてしまうという問題がある。
【０００７】
　本発明の課題は、コスト上昇を抑えつつ、黒浮きが目立つのを抑制できる液晶表示装置
を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するために、請求項１に記載の発明は、
　液晶パネルと、当該液晶パネルに対して光を照射するバックライトと、当該バックライ
トを駆動するバックライト駆動部と、を備える液晶表示装置において、
　前記液晶パネルの表示領域は、複数のサブ表示領域に分割され、
　前記バックライトは、前記複数のサブ表示領域の各々に対応する複数の光源から成り、
　前記バックライト駆動部は、前記複数の光源の各々に対応して設けられた複数のドライ
バを備え、
　前記表示領域の端部に位置する前記サブ表示領域の領域サイズは、当該表示領域の中央
部に位置する前記サブ表示領域の領域サイズよりも小さくなるよう設定されていることを
特徴とする。
【０００９】
　請求項２に記載の発明は、
　請求項１に記載の液晶表示装置において、
　前記液晶パネルの表示領域の周囲を取り囲む黒色のベゼルを備えることを特徴とする。
【００１０】
　請求項３に記載の発明は、
　液晶パネルと、当該液晶パネルに対して光を照射するＬＥＤバックライトと、当該ＬＥ
Ｄバックライトを駆動するバックライト駆動部と、を備える液晶表示装置において、
　前記液晶パネルの表示領域の周囲を取り囲む黒色のベゼルを備え、
　前記液晶パネルの表示領域は、複数のサブ表示領域に分割され、
　前記ＬＥＤバックライトは、前記複数のサブ表示領域の各々に対応する複数の光源から
成り、
　前記バックライト駆動部は、前記複数の光源の各々に対応して設けられた複数のドライ
バを備え、
　前記表示領域の上下左右端部に位置する前記サブ表示領域の領域サイズは、当該表示領
域の中央部に位置する前記サブ表示領域の領域サイズよりも小さくなるよう設定されてい
ることを特徴とする。
【発明の効果】
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【００１１】
　本発明によれば、液晶パネルと、当該液晶パネルに対して光を照射するバックライトと
、当該バックライトを駆動するバックライト駆動部と、を備える液晶表示装置において、
液晶パネルの表示領域は、複数のサブ表示領域に分割され、バックライトは、複数のサブ
表示領域の各々に対応する複数の光源から成り、バックライト駆動部は、複数の光源の各
々に対応して設けられた複数のドライバを備え、表示領域の端部に位置するサブ表示領域
の領域サイズは、当該表示領域の中央部に位置するサブ表示領域の領域サイズよりも小さ
くなるよう設定されている。
　すなわち、表示領域の端部におけるサブ表示領域を、表示領域の中央部におけるサブ表
示領域よりも細かく設定しているため、表示領域の全てにおけるサブ表示領域を細かく設
定する場合と比較して、各光源を駆動させるドライバの個数が増えるのを抑えることがで
きる。また、表示領域の端部、すなわち、室内が暗い場合に黒浮きが目立つ部分のサブ表
示領域を細かく設定しているため、表示領域の端部における各光源の発光輝度をより細か
く設定することができる。したがって、コスト上昇を抑えつつ、黒浮きが目立つのを抑制
できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、図を参照して、本発明にかかる液晶表示装置の最良の形態を詳細に説明する。な
お、発明の範囲は図示例に限定されない。
　本実施の形態では、バックライトとしてＬＥＤバックライトを例示して説明することと
する。
【００１３】
　図１は、本実施形態の液晶表示装置の正面図の一例であり、図２は、本実施形態の液晶
表示装置の機能的構成を示すブロック図の一例である。
【００１４】
　本実施形態の液晶表示装置１は、例えば、入力された画像信号に基づく画像を表示する
液晶ディスプレイである。
　液晶表示装置１の正面側には、例えば、図１に示すように、液晶パネル１６と、液晶パ
ネル１６の表示領域の周囲を取り囲むベゼル１０と、などが配置されている。本実施形態
の液晶表示装置１において、ベゼル１０の色は、黒色であるとする。
【００１５】
　液晶表示装置１は、例えば、図２に示すように、信号入力部１１と、映像処理部１２と
、タイミング制御部１３と、フレームメモリ１４と、輝度算出部１５と、液晶パネル１６
と、液晶駆動部１７と、ＬＥＤバックライト１８と、バックライト駆動部１９と、補正部
２０と、制御部２１と、等を備えて構成される。
【００１６】
　液晶パネル１６は、その表示領域を予め定められた分割方法で分割した複数のサブ表示
領域Ｓ…から構成されている。また、液晶パネル１６の背面側に配置され、液晶パネル１
６に対して光を照射するＬＥＤバックライト１８も同様に、各サブ表示領域Ｓ…に対応す
る複数の光源Ｌ…から構成されている。
【００１７】
　図３（ａ）は、液晶パネル１６の表示領域を構成するサブ表示領域Ｓを説明するための
図であり、図３（ｂ）は、ＬＥＤバックライト１８を構成する光源Ｌを説明するための図
である。
【００１８】
　図３（ａ）に示すように、本実施形態の液晶表示装置１では、液晶パネル１６の表示領
域が、６４個のサブ表示領域Ｓに分割されている。そして、液晶パネル１６の表示領域の
上下左右端部に位置するサブ表示領域Ｓ…の領域サイズは、液晶パネル１６の表示領域の
上下左右端部以外の部分（液晶パネル１６の表示領域の中央部）に位置するサブ表示領域
Ｓ…の領域サイズよりも小さくなるよう設定されている。
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　具体的には、例えば、図３（ａ）に示すように、液晶パネル１６の表示領域の中央部（
すなわち、図３（ａ）においてドットで塗りつぶした領域）は、縦４個×横８個のサブ表
示領域Ｓの等分割されている。また、液晶パネル１６の表示領域の上下端部における、表
示領域の中央部と接する部分は、縦１個×横８個のサブ表示領域Ｓに等分割されており、
この上下端部のサブ表示領域Ｓの縦の長さは、中央部のサブ表示領域Ｓの縦の長さの略半
分、この上下端部のサブ表示領域Ｓの横の長さは、中央部のサブ表示領域Ｓの横の長さと
略同一となるように設定されている。また、液晶パネル１６の表示領域の４つの角部は、
上下端部のサブ表示領域Ｓと略同一サイズで上下方向に長尺なサブ表示領域Ｓに分割され
ており、液晶パネル１６の表示領域の左右端部における、４つの角部のサブ表示領域以外
の部分は、縦６個×横１個のサブ表示領域Ｓに等分割されており、この左右端部のサブ表
示領域Ｓの縦の長さは、中央部のサブ表示領域Ｓの縦の長さの略半分、この左右端部のサ
ブ表示領域Ｓの横の長さは、中央部のサブ表示領域Ｓの横の長さの略半分となるように設
定されている。
【００１９】
　また、図３（ｂ）に示すように、本実施形態の液晶表示装置１では、ＬＥＤバックライ
ト１８が、サブ表示領域Ｓの各々に対応する６４個の光源Ｌから構成されている。すなわ
ち、液晶パネル１６を構成する各サブ表示領域Ｓと、ＬＥＤバックライト１８を構成する
各光源Ｌとは、一対一の対応関係にあり、光源Ｌの正面視サイズは、その光源Ｌに対応す
るサブ表示領域Ｓの領域サイズと同一となるよう設定されている。
　後述するように、ＬＥＤバックライト１８を構成する各光源Ｌは、対応するサブ表示領
域Ｓ内の画素の画像信号から算出された発光輝度で発光されるようになっている。また、
これらの各光源Ｌは、複数のＬＥＤを備えており、複数のＬＥＤのうち、制御部２１によ
り指定されたＬＥＤのみが発光されるようになっている。
【００２０】
　信号入力部１１は、例えば、テレビジョン放送信号を受信するアンテナ及びチューナや
、外部装置からの画像信号を受信する各種映像端子などを備えて構成されており、例えば
、入力される画像信号を受信する。
【００２１】
　映像処理部１２は、例えば、Ａ／Ｄ変換回路、ＲＧＢ生成回路、画質調整回路等を備え
て構成されており、例えば、信号入力部１１により受信された画像信号に基づいて、ＲＧ
Ｂのデジタル画像信号を生成し、液晶パネル１６の画素数に応じたスケーリング処理を行
って、１フレーム分の画像信号を生成する。さらに、例えば、１フレーム分の画像信号に
対して、制御部２１から入力される画質調整信号に基づいて、ブライトネス、コントラス
ト、色の濃さ、色合い、シャープネス等の各種画質調整を行う。
【００２２】
　タイミング制御部１３は、例えば、信号入力部１１により受信された画像信号に基づい
て、１ライン期間を示すタイミング信号と、１フレーム期間を示すタイミング信号と、を
生成して、液晶表示装置１を構成する各部に供給する。
【００２３】
　フレームメモリ１４は、例えば、映像処理部１２により各種画像調整が施された画像信
号をフレーム単位で蓄積する。
【００２４】
　輝度算出部１５は、例えば、フレームメモリ１４に蓄積された１フレーム分の画像信号
に基づいて、サブ表示領域Ｓ毎に、サブ表示領域Ｓ内の画素の画像信号を構成する輝度信
号から、各サブ表示領域Ｓに対応する各光源Ｌの発光輝度を算出する。
【００２５】
　液晶パネル１６は、所定の間隔を隔てて配設された一対の基板の間に液晶が封入されて
成る。これら一対の基板は、偏光軸が直交した２枚の偏光板で挟まれ、背面側にはＬＥＤ
バックライト１８が配設されている。
　一対の基板のうちの一方の基板には、Ｘ行の走査線及びＹ列の信号線が互いに直交する
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ように配列されている。走査線と信号線との各交点（各画素）には画素電極が形成され、
画素電極に対向して他方の基板に対向電極が形成されている。また、画素電極と対向電極
との対向面にはそれぞれ配向膜が形成されている。
【００２６】
　液晶駆動部１７は、例えば、制御部２１から入力される制御信号に従って、液晶パネル
１６を駆動する。
　具体的には、液晶駆動部１７は、例えば、タイミング制御部１３から供給されるタイミ
ング信号に従って、各走査線を順に選択するとともに、各走査線の走査に同期して、補正
部２０により補正処理が施された画像信号に応じた電圧を信号線に対して印加することに
よって、画素電極と対向電極との間に挟持されている液晶の配列方向が変化させる。これ
により、液晶は、配向膜や偏光板とともに、ＬＥＤバックライト１８から照射される光を
画素単位で通過或いは遮断させる。
【００２７】
　ＬＥＤバックライト１８は、複数のサブ表示領域Ｓの各々に対応する複数の光源Ｌから
成る。光源Ｌの各々は、その基板上に複数のＬＥＤを備えている。
　ここで、ＬＥＤバックライト１８において、ＬＥＤは、例えば、等間隔で配置されてい
る。したがって、例えば、ＬＥＤバックライト１８の左右端部に位置する光源Ｌに縦２個
×横２個（合計４個）のＬＥＤが備えられている場合、ＬＥＤバックライト１８の中央部
に位置する光源Ｌの正面視サイズ（面積）は、左右端部に位置する光源Ｌの略４倍である
ため、中央部に位置する光源Ｌには、例えば、縦４個×横４個（合計１６個）のＬＥＤが
備えられている。
【００２８】
　バックライト駆動部１９は、例えば、制御部２１から入力される制御信号に従って、Ｌ
ＥＤバックライト１８を駆動する。
　具体的には、バックライト駆動部１９は、例えば、複数の光源Ｌの各々に対応して設け
られた複数のドライバとしての複数の光源ドライバＤを備えている。すなわち、本実施形
態の液晶表示装置１において、バックライト駆動部１９は、６４個の光源ドライバＤを備
えている。
【００２９】
　光源ドライバＤは、例えば、その光源ドライバＤに対応する光源Ｌに備わる複数のＬＥ
Ｄのうち、制御部２１から指示されたＬＥＤのみを発光させることによって、その光源Ｌ
を、その光源Ｌと対応関係にあるサブ表示領域Ｓ内の画素の画像信号から算出された発光
輝度で発光させる。
　なお、本実施形態の液晶表示装置１において、バックライト駆動部１９が備える光源ド
ライバＤは、全て同一性能を有するドライバであっても良いし、対応する光源Ｌに応じて
異なる性能を有するドライバであっても良い。すなわち、各光源ドライバＤが駆動可能な
ＬＥＤの個数は、対応する光源Ｌに備わるＬＥＤの個数に関わらず同一であっても良いし
、対応する光源Ｌに備わるＬＥＤの個数に応じて異なっていても良い。
【００３０】
　ここで、本実施形態の液晶表示装置１の画面サイズは、例えば、４０インチ程度である
とする。従来の液晶表示装置において、画面サイズが４０インチ程度である場合、液晶パ
ネルの表示領域は、縦８個×横８個のサブ表示領域に等分割されているため、ＬＥＤバッ
クライトは６４個の光源から構成され、バックライト駆動部は６４個の光源ドライバを備
えている。
　すなわち、本実施形態の液晶表示装置１においては、従来の液晶表示装置であって本実
施形態の液晶表示装置１と画面サイズが同一のものと同数の光源ドライバを備えるように
、液晶パネル１６の表示領域をサブ表示領域Ｓに分割している。
　したがって、従来の液晶表示装置であって本実施形態の液晶表示装置１と画面サイズが
同一のものと同数の光源ドライバを備えるように、液晶パネル１６の表示領域をサブ表示
領域Ｓに分割しているのであれば、本実施形態の液晶表示装置１の画面サイズは、４０イ
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ンチ程度に限ることはなく任意であり、また、サブ表示領域Ｓの個数は６４個に限ること
はなく任意である。
【００３１】
　補正部２０は、例えば、発光させるＬＥＤの配置位置に起因して生じる輝度ムラを補填
するように、サブ表示領域Ｓ内の画素の輝度を調整する。
【００３２】
　ここで、例えば、図４に示すように、光源Ｌに、光源Ｌの左上角部付近に配置されたＬ
ＥＤ「Ｌａ」と、右上角部付近に配置されたＬＥＤ「Ｌｂ」と、左下角部付近に配置され
たＬＥＤ「Ｌｃ」と、右下角部付近に配置されたＬＥＤ「Ｌｄ」と、の４個のＬＥＤが分
散されて配置されている場合、全てのＬＥＤを発光させずに何れか１～３個のＬＥＤを発
光させると、サブ表示領域Ｓの画像に輝度ムラが発生してしまう可能性が高い。例えば、
左上角部付近に配置されたＬＥＤ「Ｌａ」のみを発光させると、対応するサブ表示領域Ｓ
の画像において、左上角部付近の領域から離れるほど（特に、右下角部付近に配置された
ＬＥＤ「Ｌｄ」に対応する領域において）輝度が不足し、輝度の片寄りが目立つようにな
る。そこで、補正部２０によりサブ表示領域Ｓ内の画素の輝度を調整するようになってい
る。
【００３３】
　具体的には、補正部２０は、例えば、サブ表示領域Ｓの画像において、光源Ｌからの光
の輝度が、目標の輝度に達していない領域については、その領域内の画素の輝度を高くす
る補正を、フレームメモリ１４に蓄積された画像信号のうちの該当する画像信号に対して
行うことで、輝度の不足分を補填する。一方、光源Ｌからの光の輝度が、目標の輝度を超
える領域については、その領域内の画素の輝度を低くする補正を、フレームメモリ１４に
蓄積された画像信号のうちの該当する画像信号に対して行うことで輝度の過多分を補填す
る。これにより、ＬＥＤをどのように配置しても、また、どのＬＥＤを発光させても、輝
度ムラを抑制して各画素の必要な輝度に即した適切な表示を行うことができる。
【００３４】
　制御部２１は、例えば、図２に示すように、ＣＰＵ（Central Processing Unit）２１
１と、ＲＡＭ（Random Access Memory）２１２と、メモリ部２１３と、記憶部２１４と、
などを備えており、液晶表示装置１を構成する各部を制御する。
【００３５】
　ＣＰＵ２１１は、例えば、記憶部２１４に記憶された液晶表示装置１用の各種処理プロ
グラムに従って各種の制御動作を行う。
【００３６】
　ＲＡＭ２１２は、例えば、ＣＰＵ２１１によって実行される処理プログラムなどを展開
するためのプログラム格納領域や、入力データや上記処理プログラムが実行される際に生
じる処理結果などを格納するデータ格納領域などを備える。
【００３７】
　メモリ部２１３は、例えば、ＣＰＵ２１１から入力される制御信号に従って、所定のデ
ータを記憶したり、消去したりする。
【００３８】
　記憶部２１４は、例えば、液晶表示装置１で実行可能なシステムプログラム、当該シス
テムプログラムで実行可能な各種処理プログラム、これら各種処理プログラムを実行する
際に使用されるデータ、ＣＰＵ２１１によって演算処理された処理結果のデータなどを記
憶する。なお、プログラムは、コンピュータが読み取り可能なプログラムコードの形で記
憶部２１４に記憶されている。
【００３９】
　具体的には、記憶部２１４は、例えば、図２に示すように、液晶駆動制御プログラム２
１４ａと、バックライト駆動制御プログラム２１４ｂと、補正制御プログラム２１４ｃと
、などを記憶している。
【００４０】
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　液晶駆動制御プログラム２１４ａは、例えば、液晶駆動部１７に制御信号を入力して、
補正部２０により補正された画像信号に基づいて、液晶パネル１６を駆動させる機能を、
ＣＰＵ２１１に実現させる。
【００４１】
　バックライト駆動制御プログラム２１４ｂは、例えば、バックライト駆動部１９に制御
信号を入力して、輝度算出部１５により算出された発光輝度に基づいて、ＬＥＤバックラ
イト１８を駆動させる機能を、ＣＰＵ２１１に実現させる。
【００４２】
　具体的には、ＣＰＵ２１１は、例えば、輝度算出部１５に制御信号を入力して、光源Ｌ
毎に、対応するサブ表示領域Ｓ内の画素の画像信号から、光源Ｌの発光輝度を算出させる
。
　より具体的には、ＣＰＵ２１１は、例えば、輝度算出部１５において、１フレーム分の
画像信号を分割した各サブ表示領域Ｓ内の画素の画像信号から、光源Ｌの発光輝度を算出
する。
【００４３】
　次いで、ＣＰＵ２１１は、例えば、算出された光源Ｌの発光輝度を得るために最低限必
要なＬＥＤの個数を決定する。
　より具体的には、例えば、各ＬＥＤが出力可能な最大発光輝度が「５０」であり、一の
サブ表示領域Ｓの画像信号から、対応する光源Ｌの発光輝度として「８０」が算出された
場合、ＣＰＵ２１１は、算出された光源Ｌの発光輝度を得るために最低限必要なＬＥＤの
個数を「２個」と決定する。
　算出された光源Ｌの発光輝度を得るために最低限必要なＬＥＤの個数を決定することに
よって、発光させるＬＥＤの個数をなるべく少なくすることができる。
【００４４】
　次いで、ＣＰＵ２１１は、例えば、決定した個数分のＬＥＤを、各ＬＥＤの累積発光時
間の差が小さくなるように、複数のＬＥＤのうちから決定する。すなわち、複数のＬＥＤ
のうちから発光させるＬＥＤを決定する。
　より具体的には、例えば、算出された光源Ｌの発光輝度を得るために最低限必要なＬＥ
Ｄの個数が「２個」と決定された場合、ＣＰＵ２１１は、その光源Ｌが備えるＬＥＤのう
ち、累積発光時間が最も少ないＬＥＤと、累積発光時間が２番目に少ないＬＥＤと、を発
光させるＬＥＤとして決定する。なお、各ＬＥＤの累積発光時間は、例えば、メモリ部２
１３に記憶されていることとする。
　累積発光時間の差が小さくなるように発光させるＬＥＤを決定することによって、各Ｌ
ＥＤの累積発光時間に偏りが生じるのを抑えることができるため、ＬＥＤバックライト１
８全体の長寿命化を図ることができる。
【００４５】
　そして、ＣＰＵ２１１は、バックライト駆動部１９に制御信号を入力して、発光させる
ＬＥＤとして決定されたＬＥＤを発光させる。このとき、ＣＰＵ２１１は、決定されたＬ
ＥＤを、算出された発光輝度を決定されたＬＥＤの個数で等分割した同一発光輝度で発光
させても良いし、或いは、決定されたＬＥＤのうちの累積発光時間が少ないＬＥＤをその
ＬＥＤが出力可能な最大発光輝度で発光させて、必要な輝度に達しない分の輝度を累積発
光時間が多いＬＥＤで補うように発光させても良い。
【００４６】
　補正制御プログラム２１４ｃは、例えば、補正部２０に制御信号を入力して、発光させ
るＬＥＤの配置位置に起因して生じる輝度ムラを補填するように、サブ表示領域Ｓ内の画
素の輝度を調整させる機能を、ＣＰＵ２１１に実現させる。
【００４７】
　具体的には、ＣＰＵ２１１は、例えば、発光させるＬＥＤとして決定されたＬＥＤの配
置位置を特定する。なお、各ＬＥＤの配置位置は、例えば、メモリ部２１３に記憶されて
いることとする。
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　次いで、ＣＰＵ２１１は、補正部２０において、特定した配置位置に基づいて、各サブ
表示領域Ｓにおける各画素の輝度値を、発光するＬＥＤからの距離により生じる輝度の過
不足分を補填するように補正する。
【００４８】
　以上説明した本実施形態の液晶表示装置１によれば、液晶パネル１６と、液晶パネル１
６に対して光を照射するＬＥＤバックライト１８と、ＬＥＤバックライト１８を駆動する
バックライト駆動部１９と、を備え、液晶パネル１６の表示領域は、複数のサブ表示領域
Ｓに分割され、ＬＥＤバックライト１８は、複数のサブ表示領域Ｓの各々に対応する複数
の光源Ｌから成り、バックライト駆動部１９は、複数の光源Ｌの各々に対応して設けられ
た複数の光源ドライバＤを備えている。そして、液晶パネル１６の表示領域の上下左右端
部に位置するサブ表示領域Ｓの領域サイズは、液晶パネル１６の表示領域の中央部に位置
するサブ表示領域Ｓの領域サイズよりも小さくなるよう設定されている。
　すなわち、表示領域の上下左右端部におけるサブ表示領域Ｓを、表示領域の中央部にお
けるサブ表示領域Ｓよりも細かく設定しているため、表示領域の全てにおけるサブ表示領
域を細かく設定する場合と比較して、各光源Ｌを駆動させる光源ドライバＤの個数が増え
るのを抑えることができる。また、表示領域の上下左右端部、すなわち、室内が暗い場合
に黒浮きが目立つ部分のサブ表示領域Ｓを細かく設定しているため、表示領域の端部にお
ける各光源Ｌの発光輝度をより細かく設定することができる。したがって、コスト上昇を
抑えつつ、黒浮きが目立つのを抑制できる。
【００４９】
　また、以上説明した本実施形態の液晶表示装置１によれば、液晶パネル１６の表示領域
の周囲を取り囲む黒色のベゼル１０を備えている。
　したがって、室内が暗い場合のみならず、ベゼル１０の色が黒色の場合にも、液晶パネ
ル１６の表示領域の端部の黒浮きが目立つが、この黒浮きが目立つ部分のサブ表示領域Ｓ
を細かく設定しているため、好適である。
【００５０】
　なお、本発明は、上記した実施の形態のものに限るものではなく、その要旨を逸脱しな
い範囲で適宜変更可能である。
【００５１】
＜変形例＞
　サブ表示領域Ｓの分割数及び分割方法は、液晶パネル１６の表示領域の端部に位置する
サブ表示領域Ｓの領域サイズが、液晶パネル１６の表示領域の中央部に位置するサブ表示
領域Ｓの領域サイズよりも小さくなるよう設定されているのであれば任意であり、例えば
、図５に示すように分割されていても良いし、図６に示すように分割されていても良い。
　無論、サブ表示領域Ｓの分割数及び分割方法に関わらず、液晶パネル１６を構成する各
サブ表示領域Ｓと、ＬＥＤバックライト１８を構成する各光源Ｌとは、一対一の対応関係
にあり、光源Ｌの正面視サイズは、その光源Ｌに対応するサブ表示領域Ｓの領域サイズと
同一となるよう設定される。
【００５２】
　具体的には、例えば、図５に示す液晶パネル１６において、液晶パネル１６の表示領域
の中央部（すなわち、図５においてドットで塗りつぶした領域）は、縦４個×横８個のサ
ブ表示領域Ｓの等分割されている。また、液晶パネル１６の表示領域の上下端部における
、表示領域の中央部と接する部分は、縦１個×横８個のサブ表示領域Ｓに等分割されてお
り、この上下端部のサブ表示領域Ｓの縦の長さは、中央部のサブ表示領域Ｓの縦の長さの
略半分、この上下端部のサブ表示領域Ｓの横の長さは、中央部のサブ表示領域Ｓの横の長
さと略同一となるように設定されている。また、液晶パネル１６の表示領域の左右端部（
液晶パネル１６の表示領域の４つの角部を含む）は、縦１０個×横１個のサブ表示領域Ｓ
に等分割されており、この左右端部のサブ表示領域Ｓの縦の長さは、中央部のサブ表示領
域Ｓの縦の長さの略半分、この左右端部のサブ表示領域Ｓの横の長さは、中央部のサブ表
示領域Ｓの横の長さの略半分となるように設定されている。
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【００５３】
　また、例えば、図６に示す液晶パネル１６において、液晶パネル１６の表示領域の中央
部（すなわち、図５においてドットで塗りつぶした領域）は、縦４個×横８個のサブ表示
領域Ｓの等分割されている。また、液晶パネル１６の表示領域の上下端部における、表示
領域の中央部と接する部分は、縦１個×横１６個のサブ表示領域Ｓに等分割されており、
この上下端部のサブ表示領域Ｓの縦の長さは、中央部のサブ表示領域Ｓの縦の長さの略半
分、この上下端部のサブ表示領域Ｓの横の長さは、中央部のサブ表示領域Ｓの横の長さの
略半分となるように設定されている。また、液晶パネル１６の表示領域の左右端部（液晶
パネル１６の表示領域の４つの角部を含む）は、縦１０個×横１個のサブ表示領域Ｓに等
分割されており、この左右端部のサブ表示領域Ｓの縦の長さは、中央部のサブ表示領域Ｓ
の縦の長さの略半分、この左右端部のサブ表示領域Ｓの横の長さは、中央部のサブ表示領
域Ｓの横の長さの略半分となるように設定されている。
【００５４】
　また、上記実施形態及び変形例では、液晶パネル１６の表示領域の上下左右端部以外の
部分を液晶パネル１６の表示領域の中央部とし、その中央部を等分割して中央部の各サブ
表示領域Ｓの領域サイズを同一としたが、中央部の分割数及び分割方法は、液晶パネル１
６の表示領域の端部に位置するサブ表示領域Ｓの領域サイズが、液晶パネル１６の表示領
域の中央部に位置するサブ表示領域Ｓの領域サイズよりも小さくなるよう設定されている
のであれば任意であり、例えば、液晶パネル１６の表示領域の端部に近づくにつれて、サ
ブ表示領域Ｓの領域サイズが小さくなるように分割しても良い。
【００５５】
　また、上記実施形態及び変形例１では、上下左右端部に位置するサブ表示領域Ｓの領域
サイズが、中央部に位置するサブ表示領域Ｓの領域サイズよりも小さくなるよう設定した
が、液晶パネル１６の表示領域の上下左右端部のうちの少なくとも一端部に位置するサブ
表示領域Ｓの領域サイズが、中央部に位置するサブ表示領域Ｓの領域サイズよりも小さい
のであれば、サブ表示領域Ｓの領域サイズを小さくする端部の位置及び個数は任意である
。
【００５６】
　また、上記実施形態では、ベゼル１０の色を黒色としたが、ベゼル１０の色は黒色に限
ることはなく任意である。
【００５７】
　また、上記実施形態では、発光させるＬＥＤを、光源Ｌにおける各ＬＥＤの累積発光時
間に基づいて決定することとしたが、累積発光時間以外に、ＬＥＤの寿命を左右する他の
要因（例えば、ＬＥＤに印加した電圧値や発光間隔など）に基づいて、発光させるＬＥＤ
を決定するようにしても良い。
【００５８】
　また、光源Ｌに備わるＬＥＤの個数及び配置位置は、上記実施形態の例に限られない。
【００５９】
　また、上記実施形態では、バックライトとしてＬＥＤバックライト１８を挙げたが、バ
ックライトが複数のサブ表示領域Ｓのおのおのに対応する複数の光源Ｌ（面発光体）から
成り、バックライト駆動部１９が複数の光源Ｌの各々に対応して設けられた複数の光源ド
ライバＤを備えているのであれば、バックライトは、ＬＥＤバックライト１８に限ること
はなく任意であり、例えば、ＥＬ（Electro-Luminescence）バックライト等であっても良
い。
【図面の簡単な説明】
【００６０】
【図１】本実施形態の液晶表示装置の正面図の一例である。
【図２】本実施形態の液晶表示装置の機能的構成を示すブロック図の一例である。
【図３】本実施形態の液晶パネルの表示領域を構成するサブ表示領域を説明するための図
（ａ）であり、本実施形態のＬＥＤバックライトを構成する光源を説明するための図（ｂ
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）である。
【図４】本実施形態のＬＥＤバックライトを構成する光源の一つを模式的に示す図である
。
【図５】変形例の液晶パネルの表示領域を構成するサブ表示領域を説明するための図であ
る。
【図６】変形例の液晶パネルの表示領域を構成するサブ表示領域を説明するための図であ
る。
【符号の説明】
【００６１】
１　液晶表示装置
１０　ベゼル
１６　液晶パネル
１８　ＬＥＤバックライト（バックライト）
１９　バックライト駆動部
Ｄ　光源ドライバ（ドライバ）
Ｌ　光源
Ｓ　サブ表示領域

【図１】 【図２】
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【図５】
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